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） ） ） （出
自
）
『 『 『
魏 魏 魏
童 童 童
置 昌 昌
巻 巻 巻
四 四 三
七 五 八
出
曲
！　、
李
夫
人
（
李
沖
の
女
、
朧
西
）
『
魏
書
』
巻
五
三
鄭
媛
（
鄭
義
の
女
、
榮
陽
）
『
魏
書
』
巻
五
六
鄭
媛
（
鄭
胤
伯
の
女
、
榮
陽
）
崔
嬢
（
崔
挺
の
女
、
博
陵
）
『
魏
書
』
巻
五
七
崔
籟
（
崔
休
の
妹
、
清
河
）
「
魏
書
』
巻
六
九
廃
太
子
拘
劉
左
儒
子
（
劉
長
文
の
女
、
彰
城
）
『
魏
書
』
巻
二
二
、
五
五
鄭
嬢
（
鄭
諮
の
女
、
榮
陽
）
宣
武
帝
皇
后
干
氏
（
干
烈
の
弟
勤
の
女
、
河
南
）
『
魏
書
』
巻
＝
二
、
八
三
下
皇
后
高
氏
（
高
優
の
女
、
高
句
麗
）
皇
后
胡
氏
（
胡
国
珍
の
女
、
安
定
）
崔
媛
（
崔
亮
の
女
、
清
河
）
『
魏
書
』
巻
六
六
王
夫
人
（
王
粛
の
女
、
娘
邪
）
『
魏
書
』
巻
六
三
第
一
妃
媛
司
馬
氏
（
司
馬
金
龍
孫
女
、
河
内
）
嬢
李
氏
（
李
続
寳
の
女
、
趙
郡
）
「
魏
故
世
宗
宣
武
皇
帝
嬢
墓
誌
」
（
『
彙
』
一
八
四
頁
）
孝
明
帝
皇
后
胡
氏
（
胡
盛
の
女
、
安
定
）
『
魏
書
』
巻
＝
二
媛
王
氏
（
王
粛
の
女
、
狼
邪
）
『
魏
書
』
巻
六
三
娯
盧
氏
（
盧
道
約
の
女
、
萢
陽
）
「
魏
故
充
華
媛
盧
（
令
媛
）
氏
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
二
七
頁
）
胡
昭
儀
（
胡
楽
世
の
女
、
安
定
）
「
魏
故
胡
（
明
相
）
昭
儀
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
〇
九
頁
）
佐藤北魏後期における皇室の婚姻政策7
を
向
け
る
と
、
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
の
は
、
山
東
系
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
期
も
後
宮
に
入
る
の
は
山
東
系
が
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
域
的
に
い
え
ば
、
こ
の
傾
向
は
後
期
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
三
　
皇
族
諸
王
の
婚
姻
動
向
8東洋文化研究12号
　
【
表
2
】
は
、
皇
族
諸
王
の
婚
姻
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
氏
族
ご
と
に
分
類
し
て
み
る
と
、
河
南
穆
氏
と
長
楽
馬
氏
と
が
と
も
に
五
件
で
最
多
で
あ
り
、
安
定
胡
氏
・
朧
西
李
氏
・
河
南
干
氏
・
萢
陽
盧
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
四
件
、
河
東
醇
氏
と
頓
丘
李
氏
が
三
件
、
高
句
麗
高
氏
・
河
南
閾
氏
・
趙
郡
李
氏
・
廣
平
程
氏
・
勃
海
高
氏
が
二
件
で
、
榮
陽
鄭
氏
・
宋
室
劉
氏
・
安
定
梁
氏
・
遼
東
公
孫
氏
・
趙
郡
呂
氏
・
博
陵
崔
氏
・
楽
浪
王
氏
・
楽
浪
韓
氏
・
晋
室
司
馬
氏
・
河
南
吐
谷
渾
氏
・
昌
黎
蘭
氏
・
河
南
乙
氏
・
河
南
陸
氏
・
南
陽
張
氏
・
斉
室
繭
氏
・
清
河
崔
氏
・
南
安
讃
氏
・
下
郵
皮
氏
・
遼
西
常
氏
が
一
件
と
い
う
結
果
と
な
る
。
歴
代
皇
帝
の
婚
姻
よ
り
も
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
彩
と
な
っ
て
い
る
。
　
つ
ぎ
に
、
こ
れ
を
地
域
別
に
分
類
す
る
と
、
盧
・
李
・
鄭
・
崔
の
「
四
姓
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
隅
氏
や
程
氏
、
高
氏
な
ど
山
東
系
の
諸
姓
と
皇
族
が
広
範
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
代
北
の
諸
姓
で
は
、
穆
氏
が
五
件
、
干
氏
が
三
件
、
陸
氏
が
↓
件
と
い
わ
ゆ
る
「
代
北
八
姓
」
と
の
婚
姻
が
見
出
し
う
る
ほ
か
、
柔
然
可
汗
の
血
筋
で
あ
る
闘
氏
、
或
い
は
吐
谷
渾
氏
、
乙
氏
と
い
っ
た
諸
姓
も
確
認
し
う
る
。
関
朧
で
は
、
外
戚
胡
氏
が
最
多
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
李
沖
の
出
現
に
よ
っ
て
擁
頭
し
た
朧
西
李
氏
が
い
る
。
そ
の
ほ
か
で
は
梁
氏
・
謙
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
北
の
諸
姓
は
五
件
で
あ
る
。
な
お
、
皇
后
を
輩
出
し
た
外
戚
勢
力
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
凋
・
高
・
干
・
胡
氏
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
　
家
格
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
山
東
の
四
大
族
の
み
な
ら
ず
、
「
代
北
八
姓
」
、
朧
西
李
氏
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
、
皇
帝
の
婚
姻
表
2
　
皇
族
諸
王
の
婚
姻
①
　
孝
文
帝
後
期
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
　
懐
李
氏
（
不
明
）
『
魏
書
』
巻
一
一
凋
氏
（
長
楽
の
人
）
元
　
趙
李
氏
（
李
沖
の
兄
の
女
、
朧
西
）
『
魏
書
』
巻
一
四
元
　
嘉
穆
氏
（
穆
寿
の
孫
女
、
河
南
）
『
魏
書
』
巻
一
八
元
　
麗
崔
氏
（
不
明
）
『
魏
書
』
巻
一
九
上
元
　
禧
申
屠
氏
（
不
明
）
『
魏
書
』
巻
二
一
上
李
氏
（
李
輔
の
女
、
朧
西
）
元
　
幹
穆
氏
（
河
南
）
「
魏
故
龍
駿
将
軍
荊
州
刺
史
廣
川
王
（
元
換
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
六
八
頁
）
趙
氏
（
不
明
）
『
魏
書
』
巻
二
一
上
盧
氏
（
盧
神
寳
の
女
、
萢
陽
）
『
魏
書
』
巻
二
一
上
誰
氏
（
謙
麓
頭
の
女
、
南
安
郡
）
元
　
詳
劉
氏
（
宋
王
劉
艇
の
女
）
同
　
　
右
苑
氏
（
萢
遵
の
女
、
本
籍
不
明
）
鄭
氏
（
鄭
諮
の
女
、
榮
陽
）
元
　
隻
高
氏
（
高
肇
の
女
、
高
句
麗
）
同
　
　
右
佐藤北魏後期における皇室の婚姻政策9
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
　
魏
李
氏
（
李
沖
の
女
、
朧
西
）
高
氏
（
高
肇
の
女
、
高
句
麗
）
元
　
誘
凋
氏
（
爲
煕
の
女
、
長
楽
）
「
魏
司
徒
参
軍
事
元
誘
命
婦
凋
氏
誌
銘
」
（
『
彙
』
四
二
頁
）
元
　
龍
皮
氏
（
皮
欣
の
女
、
下
郵
）
安
樂
王
の
第
三
子
韓
氏
（
楽
浪
郡
遂
城
、
韓
麟
麟
の
外
孫
）
「
大
魏
揚
列
大
将
軍
太
傅
大
司
馬
安
樂
王
第
三
子
給
事
君
夫
人
韓
氏
之
墓
誌
」
（
『
彙
』
七
一
頁
）
元
　
諦
焉
氏
（
鷹
脩
の
女
、
長
楽
）
「
囑
（
會
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
八
四
頁
）
元
　
遙
梁
氏
（
安
定
）
「
魏
故
右
光
禄
大
夫
右
護
軍
饒
陽
男
姓
元
名
遙
墓
誌
」
（
『
彙
』
九
三
頁
）
元
　
騰
程
氏
（
廣
平
）
「
大
魏
故
城
門
校
尉
元
騰
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
〇
九
頁
）
元
　
悦
鷹
氏
（
焉
煕
の
女
、
長
楽
）
「
魏
故
樂
安
王
妃
焉
（
季
華
）
氏
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
五
五
頁
）
元
　
端
凋
氏
（
鷹
煕
の
女
、
長
楽
）
コ
兀
挙
墓
釜
曲
銘
」
　
（
『
彙
』
　
一
一
一
⊥
ハ
頁
）
元
　
郵
凋
氏
（
長
楽
）
「
魏
故
使
持
節
都
督
青
州
諸
軍
事
車
騎
大
将
軍
儀
同
三
司
青
州
刺
史
任
城
王
（
元
舞
）
之
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
二
五
頁
）
元
　
暉
公
孫
氏
（
遼
東
の
人
）
「
魏
故
龍
駿
将
軍
太
常
少
卿
元
（
俊
）
君
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
三
二
頁
）
元
　
羽
王
氏
（
不
明
）
『
魏
書
』
巻
一
一
鄭
氏
（
榮
陽
）
『
魏
書
』
巻
五
六
盧
氏
（
萢
陽
）
「
魏
故
使
持
節
假
車
騎
将
軍
都
督
晋
建
南
沿
三
州
諸
軍
事
鎮
西
将
軍
晋
州
刺
史
10東洋文化研究12号
大
都
督
節
度
諸
軍
事
兼
尚
書
左
僕
射
西
北
道
大
行
肇
平
陽
県
開
国
元
（
恭
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
九
七
頁
）
元
　
融
程
氏
（
廣
平
）
『
魏
書
』
巻
＝
穆
氏
（
河
南
）
「
元
融
妃
穆
氏
墓
誌
」
（
『
疏
』
六
四
頁
）
元
　
叡
呂
氏
（
呂
檀
の
女
、
趙
郡
）
「
元
容
墓
誌
」
（
『
疏
』
七
五
頁
）
干
氏
（
干
兜
の
女
、
河
南
）
元
　
雍
盧
氏
（
苑
陽
）
『
魏
書
』
巻
一
＝
上
、
四
七
②
孝
文
帝
期
な
い
し
宣
武
帝
期
姓
　
　
名
元
均
妃
（
出
自
）
杜
氏
（
京
兆
）
出
典
「
王
諦
均
（
元
均
）
墓
誌
」
（
『
彙
』
三
六
〇
頁
）
佐藤
③
宣
武
帝
期
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
　
雍
崔
氏
（
崔
顕
の
妹
、
博
陵
）
『
魏
書
』
巻
一
＝
上
、
四
七
元
　
叉
胡
氏
（
霊
太
后
の
妹
、
安
定
）
『
魏
書
』
巻
一
六
元
　
煕
干
氏
（
河
南
）
『
魏
書
』
巻
一
九
元
願
平
王
氏
（
楽
浪
）
同
右
、
「
魏
黄
鍼
大
将
軍
太
傅
大
司
馬
安
定
靖
第
二
子
給
事
君
夫
人
王
氏
之
墓
誌
」
（
『
彙
』
五
六
頁
）
北魏後期における皇室の婚姻政策11
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
　
誼
胡
氏
（
霊
太
后
の
姪
、
安
定
）
『
魏
書
』
巻
二
一
上
元
　
愉
干
氏
（
順
皇
后
の
妹
、
河
南
）
『
魏
書
』
巻
二
二
李
氏
（
本
姓
楊
氏
、
趙
郡
李
侍
顕
養
女
）
同
　
　
右
元
　
悦
閻
氏
（
柔
然
国
主
の
末
商
、
河
南
）
同
　
　
右
元
　
顯
「
魏
北
海
王
妃
故
李
氏
（
元
莞
）
誌
銘
」
（
『
彙
』
六
五
頁
）
元
ト
班
穆
氏
（
河
南
）
元
　
祐
常
氏
（
常
問
の
女
、
遼
西
）
「
魏
故
齊
郡
王
妃
常
（
季
繁
）
氏
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
＝
二
二
頁
）
元
　
潭
司
馬
氏
（
司
馬
金
龍
の
子
纂
の
長
女
、
河
内
）
「
大
魏
元
宗
正
夫
人
司
馬
氏
誌
銘
」
（
『
彙
』
＝
二
六
頁
）
元
顕
魏
爲
氏
（
焉
煕
の
女
、
長
楽
）
元
　
謳
高
氏
（
高
信
の
女
、
勃
海
）
「
魏
故
龍
駿
将
軍
荊
州
刺
史
廣
川
孝
王
（
元
換
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
六
八
頁
）
元
　
誘
醇
氏
（
醇
胤
の
長
女
、
河
東
）
「
魏
故
使
持
節
儀
同
三
司
車
騎
大
将
軍
雍
秦
二
州
刺
史
都
昌
侯
元
公
夫
人
醇
氏
（
字
伯
徽
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
七
四
頁
）
元
　
某
醇
氏
（
醇
胤
の
第
五
女
、
河
東
）
「
魏
前
将
軍
廷
尉
卿
元
公
妻
醇
（
慧
命
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
一
四
頁
）
元
　
逸
李
氏
（
李
平
の
女
、
頓
丘
）
「
魏
故
補
国
将
軍
廣
州
刺
史
元
（
惜
）
君
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
三
二
頁
）
元
　
略
盧
氏
（
盧
尚
之
の
女
、
萢
陽
）
「
魏
故
侍
中
腰
騎
大
将
軍
儀
同
三
司
尚
書
令
徐
州
刺
史
太
保
東
平
王
元
（
略
）
12東洋文化研究12号
君
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
三
七
頁
）
元
　
顕
吐
谷
渾
氏
（
河
南
）
「
魏
故
武
昌
王
妃
吐
谷
渾
氏
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
四
五
頁
）
元
景
略
蘭
氏
（
昌
黎
）
「
魏
元
氏
故
蘭
（
将
）
夫
人
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
五
↓
頁
）
元
　
恭
「
魏
故
使
持
節
假
車
騎
将
軍
都
督
晋
建
南
扮
三
州
諸
軍
事
鎮
西
将
軍
晋
州
刺
史
大
都
督
節
度
諸
軍
事
兼
尚
書
左
僕
射
西
北
道
大
行
肇
平
陽
県
開
国
元
（
恭
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
九
七
頁
）
元
　
徽
干
氏
（
河
南
）
『
魏
書
』
巻
一
九
下
、
「
魏
故
使
持
節
侍
中
太
保
大
司
馬
録
尚
書
事
牧
城
陽
王
（
元
徽
）
墓
誌
銘
」
（
「
彙
』
二
九
九
頁
）
乙
氏
（
廣
川
公
乙
烏
頭
の
孫
女
、
河
南
）
佐藤
④
宣
武
帝
な
い
し
孝
明
帝
期
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
　
徽
李
氏
（
李
沖
の
孫
女
、
朧
西
）
『
魏
書
』
巻
一
九
下
、
「
魏
故
使
持
節
侍
中
太
保
大
司
馬
録
尚
書
事
牧
城
陽
王
（
元
徽
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
九
九
頁
）
元
稚
野
崔
氏
（
崔
休
の
女
、
清
河
）
『
魏
書
』
巻
六
九
元
　
挙
高
氏
（
高
皐
の
女
、
勃
海
）
「
魏
故
使
持
節
散
騎
常
侍
衛
大
将
軍
尚
書
右
僕
射
都
督
雍
岐
幽
三
州
諸
軍
事
雍
州
刺
史
南
平
王
（
元
暉
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
一
一
六
頁
）
元
諮
の
長
子
陸
氏
（
河
南
）
「
陸
孟
暉
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
七
一
頁
）
元
　
爽
李
氏
（
李
平
の
女
、
頓
丘
）
「
魏
故
使
持
節
都
督
脛
岐
秦
三
州
諸
軍
事
衛
大
将
軍
瀟
氏
（
瀟
寳
寅
の
女
）
秦
州
刺
史
尚
書
左
僕
射
元
（
爽
）
公
墓
誌
銘
（
『
彙
』
三
〇
七
頁
）
北魏後期における皇室の婚姻政策13
⑤
　
孝
明
帝
期
姓
　
　
名
妃
（
出
自
）
出
　
　
　
　
　
典
元
義
興
李
氏
（
趙
郡
）
『
魏
書
』
巻
一
九
下
元
　
豊
胡
氏
（
胡
寧
の
女
、
安
定
）
『
魏
書
』
巻
八
三
下
元
崇
智
醇
氏
（
河
東
）
元
　
勘
張
氏
（
南
陽
）
「
魏
故
侍
中
願
騎
大
将
軍
使
持
節
定
州
刺
史
常
山
文
恭
王
（
元
助
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
二
一
頁
）
胡
氏
（
安
定
）
14東洋文化研究12号
⑥
孝
明
帝
な
い
し
孝
荘
帝
期
　
姓
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
自
）
　
換
　
　
　
　
　
穆
氏
（
穆
纂
の
女
、
河
南
）
動
向
と
比
べ
、
あ
る
程
度
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
前
期
の
皇
族
諸
王
の
婚
姻
相
手
は
、
①
敗
戦
国
の
国
主
の
血
筋
、
②
山
東
系
の
氏
族
、
③
帰
順
勢
力
の
親
族
を
対
象
と
し
て
お
り
、
や
は
り
の
ち
に
「
四
姓
」
と
呼
ば
れ
る
氏
族
と
の
婚
姻
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
は
変
化
し
て
い
る
。
四
　
公
主
の
嫁
ぎ
先
　
【
表
3
】
は
、
公
主
の
嫁
ぎ
先
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
氏
族
別
に
整
理
す
る
と
、
萢
陽
盧
氏
が
五
件
で
最
多
で
あ
る
。
特
に
、
孝
文
帝
後
期
か
ら
宣
武
帝
期
に
か
け
て
、
盧
道
裕
・
道
度
・
元
車
が
そ
れ
ぞ
れ
樂
浪
長
公
主
・
濟
南
長
公
主
・
義
陽
長
公
主
を
嬰
っ
た
た
め
、
コ
門
三
主
、
當
世
以
為
榮
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
々
の
羨
望
す
る
隆
盛
ぶ
り
だ
っ
（
旭
。
　
こ
の
盧
氏
に
、
晋
室
司
馬
氏
・
清
河
崔
氏
・
長
樂
凋
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
三
件
、
高
句
麗
高
氏
・
宋
室
劉
氏
・
斉
室
薫
氏
・
娘
邪
王
氏
・
河
南
陸
氏
が
二
件
、
朧
西
李
氏
・
河
南
穆
氏
・
河
南
干
氏
・
榮
陽
鄭
氏
・
安
定
胡
氏
・
河
南
乙
氏
・
勃
海
「
つ
氏
・
清
河
張
氏
・
趙
郡
李
表
3
　
公
主
の
嫁
ぎ
先
①
　
孝
文
帝
後
期
姓
　
名
（
出
自
）
公
　
主
　
名
出
　
　
　
　
　
典
穆
紹
（
穆
亮
の
子
、
河
南
）
娘
邪
長
公
主
『
魏
書
』
巻
二
七
、
「
侍
中
尚
書
令
太
保
使
持
節
都
督
翼
相
股
三
州
諸
軍
事
大
将
軍
翼
州
刺
史
司
空
穆
（
紹
）
公
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
八
二
頁
）
陸
所
之
（
陸
定
国
の
子
、
河
南
）
常
山
公
主
（
献
文
帝
の
女
）
『
魏
書
』
巻
四
〇
盧
道
裕
（
萢
陽
）
楽
浪
長
公
主
（
献
文
帝
の
女
）
『
魏
書
』
巻
四
七
劉
承
緒
（
宋
王
劉
艇
）
彰
城
長
公
主
（
孝
文
帝
の
妹
）
『
魏
書
』
巻
五
九
干
景
（
干
烈
の
子
、
河
南
）
東
陽
公
主
（
元
天
賜
の
女
）
「
魏
故
武
衛
将
軍
正
虜
将
軍
懐
荒
鎮
大
将
恒
州
大
中
正
干
（
景
）
公
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
一
九
六
頁
）
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②
孝
文
帝
後
期
な
い
し
宣
武
帝
期
姓
　
名
（
出
自
）
公
　
主
　
名
出
　
　
　
　
　
典
盧
道
度
（
盧
道
裕
の
弟
、
苑
陽
）
済
南
長
公
主
（
孝
文
帝
の
女
）
『
魏
書
』
巻
四
七
盧
元
車
（
盧
度
世
の
子
塑
の
子
、
萢
陽
）
義
陽
長
公
主
（
孝
文
帝
の
女
）
同
　
　
右
囑
穆
（
濤
誕
の
子
、
長
楽
）
順
陽
長
公
主
（
孝
文
帝
の
女
）
『
魏
書
』
巻
八
三
上
16東洋文化研究12号
③
　
宣
武
帝
期
姓
　
名
（
出
自
）
公
　
主
　
名
出
　
　
　
　
　
典
司
馬
肥
（
司
馬
悦
の
子
、
河
内
）
華
陽
公
主
（
宣
武
帝
の
妹
）
『
魏
書
』
巻
一
九
下
、
三
七
ヨ
宣
（
勃
海
）
饒
安
公
主
（
元
略
の
姉
）
『
魏
書
』
巻
三
八
乙
媛
（
乙
壌
の
曾
孫
、
河
南
）
准
陽
公
主
（
孝
文
帝
の
女
）
『
魏
書
』
巻
四
四
盧
道
度
（
盧
道
裕
の
弟
、
萢
陽
）
元
氏
『
魏
書
』
巻
四
七
劉
輝
（
劉
承
緒
の
子
）
蘭
陵
長
公
主
（
宣
武
帝
の
姉
）
『
魏
書
』
巻
五
九
、
一
一
一
瀟
寳
寅
（
斉
室
薫
氏
）
南
陽
長
公
主
『
魏
書
』
巻
五
九
王
粛
（
娘
邪
）
『
魏
書
』
巻
六
三
張
郵
（
清
河
）
陳
留
公
主
『
魏
書
』
巻
六
四
崔
寅
（
崔
休
の
弟
、
清
河
）
晋
寧
公
主
（
元
長
楽
の
女
）
『
魏
書
』
巻
六
九
高
肇
（
孝
文
皇
后
高
氏
《
宣
武
帝
の
実
母
》
の
兄
、
高
句
麗
）
平
陽
公
主
『
魏
書
』
巻
八
二
高
平
公
主
『
魏
書
』
巻
八
三
下
高
猛
（
高
肇
の
兄
現
の
子
）
長
楽
長
公
主
『
魏
書
』
巻
八
三
下
、
「
高
孟
妻
元
瑛
墓
誌
」
（
『
疏
』
＝
八
頁
）
司
馬
齎
（
司
馬
金
龍
嫡
孫
、
河
内
）
寧
陵
公
主
（
元
翻
の
女
）
「
魏
故
寧
陵
公
主
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
五
七
頁
）
王
請
（
娘
邪
）
元
氏
（
元
猛
の
女
）
「
魏
徐
州
娘
邪
郡
臨
折
県
都
郷
南
仁
里
通
直
散
騎
常
侍
王
諦
妻
元
（
貴
妃
）
氏
墓
誌
銘
」
（
『
彙
編
』
九
二
頁
）
濤
邑
（
長
樂
）
元
氏
（
元
暉
の
女
）
「
魏
直
閤
将
軍
補
国
将
軍
長
樂
凋
邑
之
妻
元
氏
墓
誌
」
（
『
彙
』
一
二
八
頁
）
鄭
某
（
榮
陽
）
元
氏
（
元
徽
の
妹
）
「
魏
故
使
持
節
侍
中
太
保
大
司
馬
録
尚
書
事
牧
城
陽
王
（
元
徽
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
九
九
頁
）
④
宣
武
帝
な
い
し
孝
明
帝
期
姓
　
名
（
出
自
）
公
　
主
　
名
出
　
　
　
　
　
典
崔
仲
文
（
崔
休
の
子
、
清
河
）
元
氏
（
元
雍
の
第
二
女
）
『
魏
書
』
巻
六
九
李
長
釣
（
李
憲
の
子
、
趙
郡
）
元
氏
（
元
孟
和
の
子
）
「
魏
故
使
持
節
侍
中
都
督
定
翼
相
股
四
州
諸
軍
事
騨
騎
大
将
軍
定
州
刺
史
尚
書
令
儀
同
三
司
文
静
李
（
憲
）
公
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
三
二
八
頁
）
⑤
　
孝
明
帝
期
　
　
　
姓
　
名
（
出
自
）
爾
朱
栄
（
秀
容
）
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姓
　
名
（
出
自
）
公
　
主
　
名
出
　
　
　
　
　
典
陸
折
之
（
河
南
）
元
氏
（
威
陽
王
禧
の
女
）
『
魏
書
』
巻
四
〇
斐
謁
（
河
東
）
太
原
長
公
主
『
魏
書
』
巻
四
五
薫
烈
（
薫
寳
寅
の
子
）
建
徳
公
主
（
孝
明
帝
の
妹
）
『
魏
書
』
巻
五
九
胡
祥
（
宣
武
皇
后
胡
氏
の
兄
胡
国
珍
の
子
、
安
定
）
長
安
県
公
主
（
元
澤
の
女
）
『
魏
書
』
巻
八
三
下
、
「
魏
故
侍
中
腰
騎
大
将
軍
恭
王
（
元
勧
）
墓
誌
銘
」
（
『
彙
』
二
二
一
頁
）
凋
孝
纂
（
長
楽
）
元
氏
（
元
顕
魏
の
女
）
員
彦
（
南
陽
）
元
氏
（
元
顕
魏
の
女
）
同
　
　
右
司
馬
某
（
河
内
）
元
氏
（
元
澤
の
女
）
盧
某
（
苑
陽
の
人
）
元
氏
（
元
澤
の
女
）
同
　
　
右
祖
子
碩
（
方
城
の
人
）
元
氏
（
元
誕
の
女
）
「
口
軍
将
軍
静
境
太
都
督
散
騎
常
侍
方
城
子
祖
子
碩
妻
元
（
阿
耶
）
墓
銘
」
（
『
彙
』
三
三
九
頁
）
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⑥
　
孝
荘
帝
期
崔 李
瑚 或
（ （清
河
李
沖
姓
） の
孫
、
朧
西
名
宙
皇
）
裏
城
豊
亭
長 公
公
主
主
（ 公
睾
孝
荘 主
荘
帝 募 名
の 姉
妹 ）
）
『 『
魏 魏
量 垂
昌 旦
巻 巻
八 八
九 三
下
出
典
氏
．
秀
容
爾
朱
氏
．
方
城
祖
氏
．
河
東
斐
氏
・
南
陽
ロ
貝
氏
が
一
件
と
つ
づ
く
。
皇
族
諸
王
の
婚
姻
と
比
べ
る
と
、
そ
の
範
囲
は
や
や
狭
い
が
、
家
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
る
。
だ
が
や
は
り
、
「
四
姓
」
を
筆
頭
と
す
る
山
東
系
と
、
凋
・
高
・
干
・
胡
氏
の
外
戚
勢
力
が
中
心
で
あ
る
。
　
前
期
は
、
『
魏
書
』
巻
二
四
崔
玄
伯
伝
に
、
　
　
太
祖
曾
引
玄
伯
講
『
漢
書
』
、
至
婁
敬
説
漢
祖
欲
以
魯
元
公
主
妻
旬
奴
、
善
之
、
嵯
歎
者
良
久
。
是
以
諸
公
主
皆
麓
降
干
賓
附
之
　
　
国
、
朝
臣
子
弟
、
錐
名
族
美
彦
、
不
得
尚
焉
。
と
あ
る
よ
う
に
、
道
武
帝
が
崔
宏
の
進
言
を
い
れ
、
公
主
を
政
略
的
に
活
用
し
て
以
来
、
朝
貢
関
係
締
結
の
証
、
そ
の
関
係
の
維
持
、
帰
順
勢
力
の
懐
柔
と
い
う
政
治
的
意
図
か
ら
、
公
主
は
「
賓
附
の
国
」
に
集
中
的
に
降
嫁
さ
れ
、
「
朝
臣
の
子
弟
」
に
降
嫁
さ
れ
る
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
ー
ス
が
半
分
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
後
期
は
、
そ
の
嫁
ぎ
先
が
「
朝
臣
の
子
弟
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
公
主
の
配
偶
者
の
全
体
傾
向
に
つ
い
て
の
違
い
で
あ
る
。
公
主
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
注
目
し
た
ば
あ
い
に
は
、
共
通
点
も
見
出
さ
れ
る
。
　
第
一
の
事
例
と
し
て
、
劉
艇
一
門
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
い
。
劉
艇
は
、
劉
宋
文
帝
の
第
九
子
で
、
廃
帝
よ
り
異
志
有
り
と
疑
わ
れ
、
文
成
帝
和
平
六
（
四
六
五
）
年
に
、
北
魏
に
亡
命
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
も
と
も
と
南
朝
か
ら
の
亡
命
者
の
懐
柔
に
熱
心
な
北
魏
皇
室
は
、
公
主
を
亡
命
者
に
降
嫁
し
、
そ
の
間
に
産
ま
れ
た
男
子
を
嫡
子
と
さ
せ
る
こ
と
で
、
亡
命
者
一
門
の
同
族
化
を
図
っ
て
い
た
の
で
、
劉
艇
に
対
し
て
も
武
邑
公
主
を
降
嫁
し
た
。
こ
の
公
主
が
亡
く
な
る
と
建
興
長
公
主
を
降
嫁
し
、
彼
女
が
亡
く
な
る
と
、
さ
ら
に
平
陽
長
公
主
を
降
嫁
し
た
。
こ
う
し
て
三
公
主
を
続
け
ざ
ま
に
賜
っ
た
劉
艇
は
、
北
魏
政
界
で
安
定
し
た
地
位
を
獲
得
し
た
。
こ
こ
ま
で
が
北
魏
前
期
に
該
当
す
る
。
つ
づ
い
て
洛
陽
遷
都
後
に
な
る
と
、
公
主
の
産
ん
だ
嫡
子
承
緒
に
、
孝
文
帝
の
妹
で
あ
る
彰
城
長
公
主
が
降
嫁
さ
れ
る
。
し
か
し
承
緒
が
父
よ
り
先
に
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
う
。
劉
艇
に
は
他
に
二
子
い
た
が
、
ど
ち
ら
も
「
疏
狂
」
で
あ
佐藤北魏後期における皇室の婚姻政策19
り
、
彼
は
そ
の
爵
封
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
年
少
で
、
比
較
的
罪
過
の
少
な
い
輝
を
跡
取
り
と
し
た
。
か
く
て
宣
武
帝
の
姉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
蘭
陵
長
公
主
が
降
嫁
さ
れ
、
劉
殺
一
門
は
家
運
を
繋
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
主
を
降
嫁
し
、
そ
の
公
主
が
産
ん
だ
嫡
子
に
、
さ
ら
に
公
主
を
降
嫁
す
る
と
い
う
ル
ー
プ
は
、
皇
室
が
亡
命
者
一
門
の
同
族
化
、
さ
ら
に
は
純
血
化
に
入
念
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
配
偶
者
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
公
主
を
介
し
て
皇
室
と
血
の
結
び
つ
き
を
持
つ
こ
と
で
、
一
門
の
家
勢
を
保
と
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
以
上
の
公
主
の
役
割
が
、
亡
命
者
の
み
な
ら
ず
、
「
朝
臣
の
子
弟
」
に
も
適
用
さ
れ
る
の
が
、
後
期
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。
『
魏
書
』
巻
四
〇
陸
侯
伝
附
折
之
伝
に
は
以
下
の
記
事
が
み
え
る
。
　
　
初
、
定
国
嬰
河
東
柳
氏
、
生
子
安
保
、
後
納
萢
陽
盧
度
世
女
、
生
折
之
。
二
室
倶
為
旧
族
而
嫡
妾
不
分
。
定
国
亡
後
、
両
子
争
襲
　
　
父
爵
。
僕
射
李
沖
有
寵
於
時
、
与
度
世
子
淵
婚
親
相
好
。
沖
遂
左
右
申
助
、
断
之
由
是
承
爵
尚
主
、
職
位
赫
奔
。
安
保
況
廃
貧
賎
、
　
　
不
免
飢
寒
。
す
な
わ
ち
、
「
八
姓
」
の
一
氏
た
る
東
郡
王
陸
定
国
の
一
門
で
は
、
嫡
長
を
二
子
で
争
い
、
こ
れ
に
勝
利
し
た
所
之
が
公
主
を
嬰
る
権
利
を
得
、
栄
達
す
る
一
方
で
、
敗
れ
た
安
保
は
、
「
飢
寒
を
免
れ
ず
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
所
之
は
、
同
じ
く
所
之
伝
に
、
　
　
子
所
之
、
字
慶
始
、
風
望
端
雅
。
襲
爵
、
例
降
為
公
。
尚
顕
祖
女
常
山
公
主
、
拝
鮒
馬
都
尉
。
歴
通
直
郎
、
景
明
中
、
以
従
叔
務
　
　
罪
免
官
。
尋
以
主
婿
、
除
通
直
散
騎
常
侍
。
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
通
直
散
騎
郎
と
は
従
五
品
上
の
官
職
で
、
こ
れ
を
歴
任
し
た
と
あ
る
か
ら
、
起
家
官
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
起
家
し
て
間
も
な
く
通
直
散
騎
郎
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
常
山
公
主
を
迎
え
た
所
之
が
い
か
に
恵
ま
れ
た
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
は
叔
父
の
陸
誘
が
威
陽
王
禧
の
謀
反
に
関
わ
っ
た
罪
に
よ
っ
て
免
官
と
な
る
も
の
の
、
「
主
婿
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
復
帰
、
通
直
散
騎
常
侍
（
正
四
品
下
）
と
な
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。
こ
こ
で
も
や
は
り
公
主
の
靖
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
　
所
之
は
常
山
公
主
と
の
間
に
、
三
女
を
儲
け
た
が
、
男
子
は
産
ま
れ
な
か
っ
た
。
所
之
伝
に
、
　
　
公
主
有
三
女
無
男
、
以
折
之
従
兄
希
道
第
四
子
子
彰
為
後
。
…
…
子
彰
、
字
明
遠
、
本
名
士
沈
。
年
十
六
出
後
、
事
公
主
尽
礼
。
　
　
…
…
荘
帝
即
位
、
徴
拝
給
事
黄
門
侍
郎
。
子
彰
妻
即
威
陽
王
禧
女
。
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
所
之
の
従
兄
陸
希
道
の
第
四
子
士
沈
を
養
子
と
し
、
こ
れ
を
子
彰
と
名
づ
け
後
継
に
し
た
。
こ
の
子
彰
は
、
威
陽
王
禧
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
。
子
彰
は
公
主
の
実
子
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
家
勢
を
保
つ
に
は
、
皇
室
と
の
血
の
繋
が
り
が
何
と
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
事
例
を
徴
す
れ
ば
、
『
魏
書
』
巻
六
四
張
鼻
伝
に
は
、
以
下
の
記
事
が
あ
る
。
　
　
時
陳
留
公
主
寡
居
、
舞
意
願
尚
主
、
主
亦
許
之
。
僕
射
高
肇
亦
望
尚
主
、
主
意
不
可
。
肇
怒
、
譜
郵
於
世
宗
、
稻
舞
檀
立
刑
法
、
　
　
労
役
百
姓
。
す
な
わ
ち
、
張
舞
が
寡
婦
の
陳
留
公
主
の
降
嫁
を
求
め
、
公
主
も
そ
れ
を
認
め
た
と
こ
ろ
に
、
高
肇
が
横
や
り
を
入
れ
、
公
主
に
断
ら
れ
た
た
め
に
、
怒
っ
て
宣
武
帝
に
譜
言
し
て
、
張
舞
を
陥
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
公
主
の
奪
い
合
い
が
生
じ
た
の
も
、
「
尚
公
主
者
」
と
な
り
、
皇
室
の
血
脈
を
得
る
こ
と
が
、
自
己
の
地
位
の
保
全
や
栄
達
の
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
五
　
全
体
分
析
佐藤北魏後期における皇室の婚姻政策
本
節
で
は
、
歴
代
皇
帝
の
婚
姻
、
皇
族
諸
王
の
婚
姻
、
公
主
の
嫁
ぎ
先
の
総
計
を
、
幾
つ
か
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。
ま
ず
　
2
1
地
域
別
に
こ
れ
を
分
類
し
て
み
た
い
。
分
類
の
基
準
と
し
て
は
、
第
一
に
、
華
山
以
西
を
関
朧
諸
姓
と
し
た
。
第
二
に
、
代
北
に
出
自
し
、
孝
文
帝
に
従
っ
て
南
下
し
て
洛
陽
に
本
貫
を
移
し
た
諸
姓
、
お
よ
び
平
城
近
隣
の
地
域
を
本
貫
と
す
る
非
漢
族
諸
姓
を
代
北
諸
姓
と
し
た
。
第
三
に
、
昌
黎
・
遼
西
・
遼
東
・
楽
浪
四
郡
を
東
北
諸
姓
と
し
た
。
第
四
に
、
残
り
の
諸
姓
を
山
東
諸
姓
と
し
た
。
以
上
の
基
準
に
基
づ
き
分
類
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
　
山
東
諸
姓
が
八
〇
件
で
最
多
、
つ
い
で
代
北
諸
姓
は
二
一
件
で
あ
り
、
関
朧
諸
姓
一
八
件
、
東
北
諸
姓
五
件
と
つ
づ
く
。
元
氏
の
婚
姻
相
手
は
華
北
全
土
に
満
遍
な
く
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
、
そ
の
実
、
山
東
諸
姓
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
明
確
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
北
魏
前
期
に
既
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
魏
後
期
に
至
っ
て
、
よ
り
顕
在
化
し
て
い
る
。
北
魏
と
い
う
政
権
が
、
ど
の
地
域
を
主
た
る
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
か
が
、
明
白
と
な
ろ
う
。
　
つ
ぎ
に
、
氏
族
に
注
目
す
れ
ば
、
萢
陽
盧
氏
が
一
一
件
を
数
え
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
外
戚
勢
力
長
樂
凋
氏
九
件
、
安
定
胡
氏
八
件
、
河
南
穆
氏
・
清
河
崔
氏
・
河
南
干
氏
・
朧
西
李
氏
と
い
う
各
地
域
の
大
姓
が
そ
れ
ぞ
れ
六
件
、
そ
し
て
榮
陽
鄭
氏
・
晋
室
司
馬
氏
の
五
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
崔
・
盧
・
鄭
・
王
・
李
の
い
わ
ゆ
る
「
四
姓
」
と
、
「
代
北
八
姓
」
（
干
氏
を
除
く
）
の
合
計
は
四
四
件
、
凋
・
高
・
子
・
胡
氏
の
外
戚
勢
力
の
合
計
は
二
六
件
、
両
方
を
あ
わ
せ
る
と
七
〇
件
と
な
る
。
検
出
し
え
た
総
件
数
が
一
二
九
件
（
本
籍
地
不
明
も
含
め
て
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
と
な
る
。
た
し
か
に
、
婚
姻
相
手
が
、
「
八
姓
」
や
「
四
姓
」
以
外
に
も
、
河
東
蘇
氏
・
頓
丘
李
氏
・
遂
城
韓
氏
な
ど
の
新
興
層
を
含
あ
て
、
広
く
海
内
か
ら
求
め
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
上
記
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
一
方
で
、
大
姓
・
外
戚
勢
力
が
一
定
の
地
位
を
保
ち
続
け
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
　
そ
の
大
姓
の
み
で
分
析
し
て
み
る
と
、
山
東
四
姓
で
は
、
萢
陽
盧
氏
（
＝
件
）
、
清
河
崔
氏
（
六
件
）
・
博
陵
崔
氏
（
二
件
）
、
榮
陽
鄭
氏
（
五
件
）
、
趙
郡
李
氏
（
四
件
）
、
太
原
王
氏
（
一
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
代
北
八
姓
で
は
、
穆
氏
（
六
件
）
・
陸
氏
（
三
件
）
、
お
よ
び
外
戚
の
干
氏
（
六
件
）
と
な
っ
て
お
り
、
劉
氏
・
尉
氏
・
賀
氏
・
楼
氏
・
毬
氏
の
諸
氏
と
の
婚
姻
の
形
跡
は
な
い
。
婚
姻
相
手
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表
4
　
全
体
分
析
①
山
東
諸
姓
（
総
計
一
八
〇
件
）
太
原
郡
王
氏
　
一
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
）
榮
陽
郡
鄭
氏
　
五
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
三
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
一
件
）
清
河
郡
崔
氏
　
六
件
（
皇
帝
の
妃
媛
二
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
三
件
）
張
氏
　
　
一
件
（
尚
公
主
一
件
）
萢
陽
郡
盧
氏
　
＝
件
（
皇
帝
の
妃
娯
二
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
四
件
・
尚
公
主
五
件
）
趙
　
郡
李
氏
　
四
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
・
尚
公
主
一
件
）
呂
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
長
樂
郡
凋
氏
　
九
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
七
件
・
尚
公
主
二
件
）
博
陵
郡
崔
氏
　
二
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
頓
丘
郡
李
氏
　
三
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
三
件
）
彰
城
郡
劉
氏
　
二
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
宋
室
劉
氏
　
三
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
二
件
）
南
陽
郡
張
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
員
氏
　
一
件
（
尚
公
主
一
件
）
娘
邪
郡
王
氏
　
四
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
二
件
・
尚
公
主
二
件
）
下
郵
郡
皮
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
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廣
平
郡
程
氏
　
二
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
）
方
城
郡
祖
氏
　
一
件
（
尚
公
主
一
件
）
勃
海
郡
ヨ
氏
　
四
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
・
尚
公
主
二
件
）
高
氏
　
二
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
）
高
句
麗
高
氏
　
四
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
二
件
）
河
東
郡
醇
氏
　
三
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
三
件
）
斐
氏
　
｝
件
（
尚
公
主
一
件
）
河
内
郡
晋
室
司
馬
氏
　
五
件
（
皇
帝
の
妃
娯
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
三
件
）
蘭
陵
郡
斉
室
瀟
氏
　
三
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
二
件
）
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②
代
北
諸
姓
（
総
計
”
二
一
件
）
河
南
郡
（
洛
陽
）
干
氏
　
六
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
四
件
・
尚
公
主
一
件
）
穆
氏
　
六
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
五
件
・
尚
公
主
一
件
）
陸
氏
　
三
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
尚
公
主
二
件
）
乙
氏
　
二
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
　
件
・
尚
公
主
一
件
）
闘
氏
　
二
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
）
吐
谷
渾
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
秀
容
郡
爾
朱
氏
　
一
件
（
尚
公
主
一
件
）
③
関
朧
諸
姓
（
総
計
”
一
八
件
）
朧
西
郡
李
氏
　
六
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
四
件
・
尚
公
主
一
件
）
安
定
郡
胡
氏
　
八
件
（
皇
帝
の
妃
娯
三
件
・
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
四
件
・
尚
公
主
一
件
）
梁
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
京
兆
郡
章
氏
　
一
件
（
皇
帝
の
妃
嬬
一
件
）
杜
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
南
安
郡
誰
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
④
東
北
諸
姓
（
総
計
一
五
件
）
昌
黎
郡
蘭
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
遼
西
郡
常
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
遼
東
郡
公
孫
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
楽
浪
郡
王
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
韓
氏
　
一
件
（
皇
族
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
に
明
ら
か
な
偏
り
が
存
在
し
て
い
る
。
関
朧
は
新
興
勢
力
の
朧
西
李
氏
が
六
件
で
あ
る
。
合
計
で
五
〇
件
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
九
件
を
山
東
系
が
占
あ
て
い
る
。
　
外
戚
勢
力
に
つ
い
て
は
仔
細
を
み
て
み
る
と
、
孝
文
帝
後
期
は
、
二
皇
后
・
一
昭
儀
を
出
し
た
凋
氏
が
計
七
件
（
諸
王
と
の
婚
姻
六
件
・
公
主
と
の
婚
姻
一
件
）
、
文
昭
皇
后
を
出
し
た
高
氏
が
計
一
件
（
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
）
、
干
氏
が
計
二
件
（
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
．
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公
主
と
の
婚
姻
］
件
）
で
、
宣
武
帝
期
は
、
凋
氏
が
計
二
件
（
諸
王
と
の
婚
姻
一
件
・
公
主
と
の
婚
姻
一
件
）
、
高
氏
が
計
三
件
（
皇
帝
の
妃
媛
一
件
．
公
主
と
の
婚
姻
二
件
）
、
干
氏
が
計
四
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
一
件
・
諸
王
と
の
婚
姻
三
件
）
、
胡
氏
が
計
三
件
（
皇
帝
の
妃
嬢
一
件
．
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
）
、
孝
明
帝
期
以
後
に
な
る
と
、
胡
氏
の
み
五
件
（
皇
帝
の
妃
嬬
二
件
・
諸
王
と
の
婚
姻
二
件
・
公
主
と
の
婚
姻
一
件
）
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
孝
文
帝
後
期
は
凋
氏
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
、
高
・
エ
」
・
胡
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
皇
后
を
出
し
た
宣
武
帝
期
は
、
こ
れ
に
濤
氏
を
く
わ
え
た
四
氏
が
分
け
合
う
状
況
と
な
り
、
孝
明
帝
期
以
降
は
、
孝
明
帝
の
皇
后
お
よ
び
昭
儀
を
出
し
た
胡
氏
の
独
占
状
況
へ
と
推
移
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
お
ま
か
に
い
え
ば
、
前
半
の
凋
氏
か
ら
後
半
の
胡
氏
へ
の
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
氏
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た
皇
后
の
存
在
が
あ
る
。
　
周
知
の
と
お
り
、
焉
氏
の
繁
栄
は
臨
朝
称
制
を
し
た
文
明
太
后
凋
氏
に
は
じ
ま
る
。
自
己
の
一
門
の
政
治
的
地
位
を
盤
石
な
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
た
太
后
は
、
『
魏
書
』
巻
八
三
上
外
戚
伝
上
・
凋
煕
伝
に
、
　
　
高
祖
前
後
納
煕
三
女
、
二
為
后
、
一
為
左
昭
儀
。
由
是
凋
氏
寵
貴
益
隆
、
賞
賜
累
巨
萬
。
と
あ
る
よ
う
に
、
実
兄
凋
煕
の
娘
三
人
を
孝
文
帝
の
後
宮
に
納
れ
た
。
皇
后
と
な
っ
た
娘
の
ひ
と
り
が
廃
皇
后
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
り
が
幽
皇
后
で
あ
る
。
ま
た
焉
太
后
が
太
和
一
四
（
四
九
〇
）
年
に
亡
く
な
っ
た
の
ち
も
、
『
魏
書
』
巻
八
三
外
戚
伝
上
・
凋
穆
伝
に
、
　
　
〔
馬
Z
〕
脩
弟
毒
、
字
寳
興
、
廃
后
同
産
兄
也
。
位
黄
門
郎
・
信
都
伯
。
後
坐
妹
廃
、
免
為
長
樂
百
姓
。
世
宗
時
卒
於
河
南
サ
。
…
…
　
　
崔
光
之
兼
黄
門
也
、
與
〔
馬
Z
〕
筆
倶
直
。
光
毎
謂
之
日
「
君
家
富
貴
太
盛
、
終
必
衰
敗
。
」
睾
云
「
我
家
何
負
四
海
、
乃
呪
我
也
。
」
　
　
光
云
「
以
古
推
之
、
不
可
不
慎
。
」
時
煕
為
太
保
、
誕
司
徒
・
太
子
太
傅
、
脩
侍
中
・
尚
書
、
車
黄
門
。
廣
后
在
位
、
禮
愛
未
弛
。
　
　
是
後
歳
鯨
、
脩
以
罪
棄
、
煕
・
誕
喪
亡
、
后
腰
、
幸
退
。
時
人
以
為
盛
必
衰
也
。
と
あ
る
よ
う
に
、
廃
皇
后
凋
氏
を
後
ろ
盾
と
す
る
凋
煕
・
誕
父
子
に
よ
っ
て
薦
氏
は
隆
盛
を
き
わ
め
た
。
し
か
し
凋
脩
が
実
兄
薦
誕
の
毒
殺
を
目
論
ん
だ
罪
で
官
位
を
剥
奪
さ
れ
平
城
の
庶
民
に
落
と
さ
れ
（
『
魏
書
』
巻
八
三
外
戚
伝
上
・
鷹
誕
伝
）
、
つ
づ
い
て
太
和
一
九
26東洋文化研究12号
（
四
五
〇
）
年
に
、
煕
・
誕
父
子
が
と
も
に
こ
の
世
を
去
る
と
、
後
援
者
た
る
皇
后
も
廃
さ
れ
、
車
も
失
脚
し
て
長
樂
郡
の
庶
民
に
落
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
瞬
く
間
に
凋
氏
の
権
勢
は
衰
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
孝
文
帝
か
ら
孝
荘
帝
期
ま
で
を
通
し
て
み
て
み
る
と
、
通
時
代
的
に
通
婚
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
萢
陽
盧
氏
（
一
一
件
）
・
清
河
崔
氏
（
六
件
）
・
河
南
穆
氏
（
六
件
）
の
三
氏
の
み
で
あ
っ
た
。
通
時
代
的
に
繁
栄
し
た
の
は
、
非
常
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
よ
り
判
明
す
る
。
萢
陽
盧
氏
と
清
河
崔
氏
が
北
魏
前
期
よ
り
累
代
通
婚
を
重
ね
る
関
係
に
あ
り
、
ま
た
両
氏
が
山
東
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
北
魏
後
期
に
お
い
て
は
、
元
氏
と
通
婚
す
る
こ
と
で
、
唐
代
に
名
族
と
見
な
さ
れ
る
地
位
を
築
き
始
あ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
穆
氏
は
、
「
八
姓
」
の
な
か
に
あ
っ
て
唯
一
、
北
魏
前
期
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
公
主
が
降
嫁
さ
れ
続
け
た
一
門
で
あ
り
、
か
か
る
特
異
な
立
場
を
後
期
に
お
い
て
も
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
佐藤
お
わ
り
に
　
以
上
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
皇
室
は
海
内
の
諸
姓
と
広
く
婚
姻
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域
的
に
は
山
東
に
偏
っ
て
い
た
。
婚
姻
相
手
に
山
東
系
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
は
、
北
魏
前
期
に
既
に
認
あ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
北
魏
後
期
に
至
っ
て
、
よ
り
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
代
北
八
姓
」
や
「
四
姓
」
の
諸
氏
族
、
外
戚
勢
力
と
の
婚
姻
が
過
半
を
占
め
た
。
　
た
だ
し
、
「
代
北
八
姓
」
や
「
四
姓
」
の
諸
氏
族
の
内
訳
を
み
て
み
る
と
、
劉
氏
・
尉
氏
・
賀
氏
・
楼
氏
・
愁
氏
と
の
婚
姻
は
皆
無
で
、
こ
こ
に
も
偏
り
が
認
あ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
通
時
代
的
に
通
婚
関
係
を
構
築
し
え
た
の
は
、
穆
・
崔
（
清
河
）
・
盧
の
三
氏
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
婚
姻
相
手
は
山
東
諸
姓
に
集
中
し
、
つ
い
で
外
戚
勢
力
が
多
く
、
「
代
北
八
姓
」
な
ど
は
比
較
的
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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ヤ
恢
赴
　
か
か
る
諸
特
徴
は
、
孝
文
帝
期
か
ら
見
出
し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
北
魏
後
期
を
通
じ
て
の
共
通
傾
向
と
考
え
て
良
い
。
従
来
は
、
姓
族
詳
定
政
策
に
よ
っ
て
、
皇
室
は
「
代
北
八
姓
」
お
よ
び
「
四
姓
」
と
通
婚
関
係
を
構
築
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
胡
漢
融
合
を
促
進
し
、
政
権
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
実
態
と
し
て
は
、
洛
陽
遷
都
に
よ
っ
て
重
き
が
置
か
れ
た
の
は
山
東
諸
姓
と
の
関
係
性
で
あ
り
、
彼
ら
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
一
層
密
に
し
、
山
東
地
域
を
主
た
る
存
立
基
盤
と
し
て
政
権
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
朧
西
の
李
氏
が
「
四
姓
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
河
東
醇
氏
・
頓
丘
李
氏
・
楽
浪
韓
氏
な
ど
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
中
・
下
層
の
氏
族
が
撞
頭
し
、
皇
室
と
婚
姻
関
係
を
構
築
し
て
い
た
の
は
事
実
と
み
て
良
い
が
、
上
記
の
共
通
傾
向
を
考
慮
す
る
と
、
姓
族
詳
定
に
よ
っ
て
出
現
し
た
の
は
、
崔
・
盧
・
鄭
・
趙
李
を
筆
頭
と
す
る
山
東
諸
姓
、
穆
・
陸
の
代
北
二
氏
、
凋
・
高
・
干
・
胡
氏
の
外
戚
勢
力
を
主
軸
に
し
つ
つ
、
中
・
下
層
の
諸
姓
に
よ
る
上
昇
運
動
を
吸
収
し
て
い
く
体
制
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
さ
ら
に
言
え
ば
、
皇
帝
主
導
の
も
と
に
、
海
内
諸
氏
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
創
出
し
、
皇
室
を
中
核
と
す
る
姻
戚
集
団
を
構
築
す
る
と
い
う
政
策
は
、
漢
族
王
朝
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
北
ア
ジ
ア
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
君
長
主
導
の
も
と
部
族
再
編
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
り
、
外
戚
集
団
の
構
築
に
つ
い
て
も
、
先
引
の
『
後
漢
書
』
南
旬
奴
伝
の
記
事
に
み
え
る
旬
奴
単
干
の
外
戚
集
団
に
そ
の
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
　
た
し
か
に
、
李
沖
を
は
じ
め
と
す
る
漢
族
士
大
夫
が
こ
の
政
策
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
唐
長
濡
氏
や
川
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
安
氏
の
ご
と
く
、
曹
魏
以
来
、
漢
族
社
会
に
存
在
し
た
氏
族
尊
重
の
風
潮
を
制
度
化
し
た
と
い
う
評
価
も
妥
当
性
を
も
っ
て
い
よ
う
。
先
述
の
清
河
崔
氏
と
萢
陽
盧
氏
の
通
婚
関
係
の
よ
う
に
、
当
時
の
漢
族
社
会
で
は
、
社
会
的
に
同
格
と
認
知
さ
れ
て
い
た
氏
族
同
士
が
好
ん
で
通
婚
す
る
こ
と
で
、
そ
の
社
会
的
立
場
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
皇
帝
主
導
で
海
内
諸
氏
の
家
格
を
制
度
的
に
決
定
し
た
点
は
や
は
り
非
中
国
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
、
本
稿
で
確
認
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し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
皇
室
を
中
心
と
す
る
姻
戚
集
団
を
い
た
だ
く
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
政
策
の
根
幹
は
「
北
ア
ジ
ア
的
」
発
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
姓
族
詳
定
は
代
国
時
代
以
来
の
鮮
卑
系
貴
顕
の
み
で
は
な
く
、
こ
れ
に
漢
族
を
含
め
た
海
内
諸
氏
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
漢
族
社
会
の
氏
族
尊
重
の
風
潮
も
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
点
に
北
魏
の
際
立
っ
た
独
自
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
す
な
わ
ち
、
元
来
、
平
城
を
中
心
と
す
る
雲
代
地
方
と
、
鄭
を
中
心
と
す
る
山
東
地
方
と
の
連
合
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
北
魏
は
、
洛
陽
遷
都
に
よ
っ
て
、
華
北
全
土
、
さ
ら
に
は
江
南
併
合
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
「
天
下
国
家
」
構
想
を
掲
げ
、
こ
れ
を
支
え
る
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
姻
戚
集
団
の
構
築
を
以
て
山
東
地
方
へ
の
土
着
化
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
洛
陽
遷
都
以
降
の
、
「
北
魏
貴
族
制
」
と
は
、
「
北
ア
ジ
ア
的
」
発
想
に
よ
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
血
の
紐
帯
を
根
幹
に
、
漢
族
社
会
の
氏
族
尊
重
の
風
潮
を
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
用
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
従
っ
て
、
逆
に
言
え
ば
、
北
魏
の
関
朧
地
域
に
お
け
る
支
持
基
盤
は
決
し
て
盤
石
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
北
魏
の
東
西
分
裂
、
そ
し
て
そ
の
後
に
続
く
北
斉
・
北
周
の
抗
争
は
必
然
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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〔
追
記
〕
　
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
東
ア
ジ
ア
学
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
丁註
）
梶
山
智
史
「
北
朝
墓
誌
所
在
総
合
目
録
」
（
『
東
ア
ジ
ア
石
刻
　
　
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
五
年
、
七
四
～
＝
二
〇
頁
）
を
参
照
。
（
2
）
　
石
刻
資
料
を
用
い
た
数
少
な
い
研
究
と
し
て
魯
才
全
「
長
樂
　
　
凋
氏
与
元
魏
宗
室
婚
姻
関
係
考
ー
以
墓
誌
為
中
心
」
（
『
魏
晋
南
　
　
北
朝
階
唐
史
資
料
」
一
四
輯
、
］
九
九
六
年
、
六
八
～
七
八
頁
）
　
　
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
論
題
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
皇
室
と
鷹
氏
　
　
と
の
婚
姻
関
係
に
論
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
逮
耀
東
「
拓
践
氏
　
　
与
中
原
士
族
的
婚
姻
関
係
」
（
『
従
平
城
到
洛
陽
』
中
華
書
局
、
　
　
二
〇
〇
六
年
）
は
、
石
刻
資
料
も
引
用
し
つ
つ
、
皇
室
と
漢
人
　
　
士
族
の
婚
姻
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
は
概
　
　
括
的
で
、
従
来
理
解
の
域
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
3
）
　
唐
長
濡
「
論
北
魏
孝
文
帝
定
姓
族
」
（
『
魏
晋
南
北
朝
史
論
拾
　
　
遺
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
が
、
中
・
下
層
か
ら
上
昇
し
　
　
て
き
た
朧
西
李
氏
や
河
東
醇
氏
な
ど
の
新
興
諸
姓
の
存
在
に
、
　
　
ま
た
谷
川
道
雄
『
階
唐
帝
国
形
成
史
論
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
　
　
七
一
年
）
も
や
は
り
、
李
彪
を
出
し
た
頓
丘
李
氏
、
韓
麟
麟
や
　
　
顕
宗
を
出
し
た
昌
黎
韓
氏
、
そ
し
て
李
沖
の
朧
西
李
氏
な
ど
の
　
　
中
・
下
層
氏
族
の
橿
頭
に
注
目
し
て
い
る
。
（
4
）
　
谷
川
前
掲
書
、
唐
前
掲
論
文
、
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
　
　
研
究
ー
科
挙
前
史
ー
』
（
同
朋
舎
、
一
九
五
六
年
）
、
川
本
芳
昭
　
　
『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
、
　
　
高
升
記
「
試
論
北
魏
孝
文
帝
定
姓
族
」
（
『
山
西
大
学
学
報
（
哲
　
　
学
社
会
科
学
版
）
』
一
九
九
五
年
第
一
期
、
六
九
～
七
五
頁
）
　
　
な
ど
を
参
照
。
（
5
）
　
井
上
晃
「
後
魏
姓
族
分
定
孜
」
（
『
史
観
』
第
九
冊
、
一
九
三
　
　
五
年
、
一
〇
〇
～
一
二
四
頁
）
参
照
。
（
6
）
　
唐
前
掲
論
文
参
照
。
（
7
）
　
宮
崎
前
掲
書
参
照
。
（
8
）
　
陳
爽
「
四
姓
辮
疑
、
北
朝
門
閥
体
制
的
確
立
過
程
及
其
歴
史
　
　
意
義
」
（
『
世
家
大
族
与
北
朝
政
治
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
　
　
↓
九
九
八
年
）
参
照
。
（
9
）
　
『
魏
書
』
巻
七
高
祖
紀
下
・
太
和
二
〇
年
春
正
月
丁
卯
条
参
　
　
照
。
（
1
0
）
　
皇
室
の
婚
姻
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
高
詩
　
　
敏
「
北
朝
皇
室
婚
姻
関
係
的
壇
変
与
影
響
」
（
『
民
族
研
究
』
一
　
　
九
九
二
年
第
六
期
、
九
一
～
九
八
頁
）
と
、
焉
素
梅
・
付
瑞
紅
　
　
「
北
魏
孝
文
帝
時
期
的
婚
姻
制
度
」
（
『
北
朝
研
究
』
第
四
輯
、
　
　
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
一
～
一
〇
七
頁
）
が
　
　
あ
る
が
、
前
者
は
、
北
朝
全
体
を
扱
う
た
め
概
括
的
で
あ
り
、
　
　
従
来
理
解
の
域
を
脱
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
拠
る
資
料
は
文
　
　
献
史
料
に
限
ら
れ
る
。
後
者
も
ま
た
概
括
的
で
あ
り
、
拠
る
資
　
　
料
は
文
献
史
料
に
限
ら
れ
て
い
る
。
（
1
1
）
　
筆
者
は
、
北
魏
前
期
の
皇
室
の
婚
姻
動
向
に
関
し
て
も
研
究
　
　
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
詳
細
は
、
「
代
王
国
・
北
　
　
魏
前
期
の
拓
践
氏
の
婚
姻
動
向
」
と
題
し
て
、
「
中
国
石
刻
合
　
　
同
研
究
会
」
（
二
〇
〇
八
年
七
月
二
六
日
、
於
明
治
大
）
に
て
　
　
報
告
し
た
。
（
1
2
）
　
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、
孝
文
帝
期
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
　
　
「
四
姓
」
の
氏
族
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
（
1
3
）
　
註
（
1
1
）
に
同
じ
。
（
1
4
）
　
『
魏
書
』
巻
四
七
盧
玄
伝
附
度
世
伝
参
照
。
佐藤北魏後期における皇室の婚姻政策31
（
1
5
）
　
註
（
1
1
）
に
同
じ
。
な
お
、
朝
貢
国
へ
の
公
主
降
嫁
に
つ
い
　
　
て
は
、
藤
野
月
子
氏
に
論
考
が
あ
る
。
「
漢
唐
間
に
お
け
る
和
　
　
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
百
十
七
編
第
七
　
　
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
八
～
五
七
頁
）
、
「
五
胡
十
六
国
北
朝
に
　
　
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
五
五
号
、
　
　
二
〇
〇
九
年
、
二
六
～
四
一
頁
）
参
照
。
道
武
帝
に
始
ま
る
北
　
　
魏
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
、
あ
た
か
も
前
漢
高
祖
の
故
事
に
端
　
　
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
ご
と
き
よ
み
か
え
に
よ
る
も
の
で
　
　
あ
り
、
そ
の
実
、
「
北
方
的
」
要
素
を
有
し
た
北
魏
独
自
の
外
　
　
交
政
策
で
あ
っ
た
と
す
る
氏
の
説
は
、
興
味
深
い
。
こ
の
点
、
　
　
筆
者
も
別
稿
で
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
（
1
6
）
　
以
上
、
『
魏
書
』
巻
五
九
劉
殺
伝
参
照
。
（
1
7
）
　
註
（
1
1
）
に
同
じ
。
計
九
件
の
降
嫁
が
確
認
で
き
る
。
（
1
8
）
　
唐
前
掲
論
文
、
川
合
安
「
柳
芳
「
氏
族
論
」
と
「
六
朝
貴
族
　
　
制
」
学
説
」
（
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
～
平
成
一
九
　
　
（
二
〇
〇
七
）
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
　
　
研
究
成
果
報
告
書
『
「
六
朝
貴
族
制
」
の
学
説
史
的
研
究
』
二
　
　
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
（
1
9
）
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
北
魏
の
延
長
線
上
に
お
か
れ
る
北
　
　
周
・
北
斉
、
さ
ら
に
は
階
唐
代
の
「
貴
族
制
」
も
、
「
北
魏
貴
　
　
族
制
」
と
同
様
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
、
少
な
く
と
も
影
響
　
　
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
が
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
　
　
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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Imperial　family’s　marriage　policy　at　period　in　the　Iatter　half　of
Northern　Wei：Aiming　at　the　clarification　of　an　empire　imagery
of　Northern　Wei．
SATO　Masaru
Key　Words：Northern　Wei（北魏），　Emperor　Xiaowen（孝文帝），
imperial　family（皇室），　marriage　policy（婚姻政策），　Aristocratic
system（貴族制）
　　　　In　494，　Emperor　Xiaowen（孝文帝）moved　the　Northern　Wei（北
魏）capital　from　Pingcheng（平城）to　Luoyang（洛陽）．　Emperor
Xiaowen（孝文帝）tried　to　deepen　the　collaboration　between　various
races　except　Hanzu（漢族）and　literati　throughout　northern　China，
and　conducted“detailed　determination　of　families　and　clans”（Xingzu
xiαngding姓族詳定）．　Then，　how　was　the　actual　situation？
　　　This　paper　seeks　to　investigate　the　actual　situation　of　Xingzu
xiαngding　from　the　marriage　perspective．　From　historiography　and
historical　materials，　I　studied　the　marriage　of　successive　emperors，
imperial　families，　kings，　emperor’s　daughters　and　tabulated　the
outcomes　of　the　study．　As　a　result，　as　the　partners　of　the　imperial
families　in　late　Northern　Wei，　the　clan　from　Shangdong（山東）tops
the　list，　followed　by　the　maternal　relative　and．Daibei　baxing（代北八
姓）．
　　　In　other　words，　Northern　Wei　attempted　to　annex　all　of　northern
China　area　and　southern　China　area　by　moving　the　capital　to　Luoyang．
So　the　emperors　built　relative　groups　and　settled　into　Shangdong　area．
　　　In　my　opinion，　after　moving　the　capital　to　Luoyang，“Aristocrat
lc　system　ln　Northern　Wei”was　shaped　on　the　basis　of　the　primitive
blood　relationship　in　Northern　Wei．
